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ふたばよもやま話（第十六回） 

～長行（おさゆき）について～ 

 北九州や田川地方の人には難なく読める地名ですが、小倉

以外の人には難読地名なのではないでしょうか。 

 明治 20 年企救郡内の長尾村と、能行（のうぎょう）村、

祇園町村及び高野村が合併し、「長行村」ができたのが長行

の始まりです。つまり長尾の〝長〟と能行の〝行〟の合体で

すね。 

 明治 22 年 4 月 1 日 町村制施行により企救郡内の長行村、

徳吉村、辻三村、合馬村及び田代村が合併し西谷村が発足、

昭和 16 年 4 月 1 日 - 西谷村は中谷村とともに小倉市へ編

入され西谷村は廃止。西谷村大字長行は小倉市大字長行とな

り、昭和 38 年 2 月 10 日 には小倉市は合併により北九州市。

小倉市大字長行は北九州市小倉区大字長行となった歴史が

あります。 

 

今月の予定（5 月） 

ますゆき皮膚科回診 

2 日(木) 

小倉北歯科回診（毎木曜日） 

2 日、9 日、16 日、23 日、30 日 

ビューティヘルパー 

7 日(火) 

防火避難訓練(日中想定) 

8 日(水) 

石橋医院回診（毎月曜日） 

13 日、20 日、27 日 

生花 

22 日(水) 

健康体操（毎木曜日） 

都合により当分の間、お休みします 

 

クリスマス会 

24 日(日曜日) 

【
編
集
雑
記
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▼
最
近
反
省
し
た
こ

と
。
言
い
訳
に
な
る
が
、
忙
し
さ
に
か

ま
け
て
、
利
用
者
様
の
通
院
や
送
迎

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
車
の
掃
除
を

怠
っ
て
い
た
事
で
あ
る
▼
あ
ま
り
に

汚
れ
た
車
を
見
て
、
あ
る
日
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大
決

心
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も
と
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洗
車
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と
り
か
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っ

た
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車
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が
高
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天
井
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な
か
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か
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ま
た
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の
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下

に
停
め
て
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固
ま

り
頑
固
に
こ
び
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い
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い
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全
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溶
い
た
液
を
塗
布

し
、
ス
ポ
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さ
す
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に
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固
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よ
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落
ち
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く
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仕
上
げ
は
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あ
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高
圧
洗
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機
で
仕
上

げ
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い
ま
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、
見
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え
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き
れ
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つ
く
も
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つ
く
も

が
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ご
存
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だ
ろ
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か
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来
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は
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長
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を
経
た
道
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ど
に
精
霊
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霊
魂
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と
さ

れ
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粗
末
に
扱
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り
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れ
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ま
ま
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お
く
と
、
人
を
た
ぶ
ら
か
し
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り
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っ
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り
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と
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う
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布
巾

な
ど
も
汚
れ
た
ま
ま
台
所
に
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ら
か
す
と
妖
怪
に
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じ
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人
間
に
祟

る
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物
を
大
切
に
し
な
さ
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清
潔

に
し
な
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い
と
い
う
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え
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り
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怪
に
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人
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に
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と
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大
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、
言
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と
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あ
る
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を
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と

大
切
に
し
な
い
と
、
と
実
感
し
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職
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介
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ー
ナ
ー 

 

利
用
者
様
に
も
職
員
に
も
〝
は
る
ち
ゃ
ん
〟
と
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
井
手
尾
さ
ん
で
す
。
姉
妹

で
双
葉
苑
の
中
堅
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
は
る
ち
ゃ
ん

で
す
が
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
行
動
力
で
小
さ
な
事
を

気
に
せ
ず
、
傍
か
ら
見
る
と
利
用
者
様
を
本
当
の
祖
父

母
の
よ
う
に
献
身
的
に
お
世
話
し
て
い
ま
す
。 

天
真
爛
漫
な
は
る
ち
ゃ
ん
は
ま
さ
に
癒
し
で
、
み
ん

な
に
頑
張
る
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
が
は
る
ち
ゃ

ん
で
す
。
若
い
の
に
大
変
と
は
思
い
ま
す
が
、
利
用
者

様
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
為
に
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

春
と
言
え
ば
〝
桜
〟
。
花
の
可
憐
さ
に
加
え
、
一
気
に
咲
き
惜
し
む
間

も
な
く
散
る
潔
さ
が
日
本
人
の
心
に
響
く
の
で
し
ょ
う
。 

 

双
葉
苑
の
桜
も
満
開
に
な
っ
た
一
日
、
苑
内
で
の
花
見
に
利
用
者
様

の
歓
声
が
上
が
り
、
春
の
一
日
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

来
年
も
一
人
欠
か
さ
ず
一
緒
に
花
見
が
で
き
る
よ
う
に
職
員
一
同 

願
う
ば
か
り
で
す
。 
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ま
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桜 

 

 

 

 

 

は
る
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
利
用
者
様
は
ま
さ
に
〝
祖
父
母
〟
の
よ
う
な
大
切
な

方
々
で
す 

 

 
 

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
歌
を

歌
い
、
踊
り
出
す
利
用
者
様
も 
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